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１．経緯 

 当金庫では、中期経営計画における貸出金残
高目標を昨年度前倒しで達成するなど、本業は
堅調に推移している。そのため、次期中期経営
計画（2021～23年度）においては、さらなる経
営基盤の強化に向けて、業務効率化にも積極的
に取り組む方針であり、業務システムの見直し
はその一環として行うこととなった。 
 最近の金融業界においては、厳しい収益環境
や人材採用難もあり、業務効率化を図る機運が
高まっており、業務の抜本的な見直しのほか、
各種システムの積極的な活用が急速に進んで
いる。しかしながら、構想や計画が曖昧なまま
システム投資を進めた場合、コストの割には十
分な効果を得られないばかりか、システムベン
ダーからは都合の良い顧客とみられるおそれ
もある。 
 こうしたシステム投資の難しさを踏まえ、当
金庫では経営陣主導のもと、システム構築態勢
の整備等に取り組んでいる。 
 
２．取組み概要 

(1) システム構築態勢の整備 

 当金庫のシステム企画・開発・運用について
は、事務部が日々の事務作業と並行しながら対
応している。しかしながら、業務効率化を見据
えた中長期的なシステムの見直しの場合、各部
が抱える業務課題やシステム投資費用の当金

 
1 2020 年３月末の当金庫の概要は以下のとおり 
本店所在地：高知県四万十市、預金量：1,493 億円、貸出

金量：806 億円、店舗数：14店舗、役職員数：170 人 

庫決算への影響等を把握する必要があり、事務
部単独での対応は難しい状況にあった。 
 そこで、当金庫全体の経営戦略を立案する総
合企画部が中心となり、業務システムの企画・
開発については、業務に精通するユーザー部門
主導で進める方針に改めた。また、各部が抱え
る業務課題について、システムの企画段階で効
果的に検討を行うため、システム企画書の共通
フォーマットを作成のうえ、現行の業務内容や
業務フローを「見える化」することでムリ・ム
ダ・ムラを排除するなど、抜本的に見直すこと
とした。 

(2) システム化構想の策定 

 システム化構想については、現行システムの
構成や機能等を整理のうえ、関連各部の役職員
が協議しながら検討を進めた。当金庫では、紙
ベースの書類管理や顧客情報の一元管理、窓口
セールスの時間捻出が課題となっていたこと
から、ペーパーレス化にかかるシステムおよび
効率的な渉外・窓口営業を可能とするシステム
について、対応を行うこととした。また、シス
テム運用面についても、システム毎に構築して
いるサーバーや PC の管理が煩雑になっていた
ことから、システム基盤を共通化することとし
た。具体的には、システム毎にある物理的なサ
ーバーを仮想化 2するとともに、OS やアプリの

 
2 複数のサーバー機能を物理的なサーバーに集約する技

術。主なメリットは、①物理的なサーバーの台数が減り、

設置スペースや消費電力を節減、②サーバーの追加時には

機能追加で済み、物理的なサーバーと比較して容易かつ安

価、③バックアップ拠点にサーバーの情報をコピーしてお

くことで、被災時には短時間で復旧が可能（BCP 対策） 

     幡多信用金庫におけるシステム構築態勢の整備 

     および投資計画の策定について 

四国支店 皆上 直人 

ポイント 

 幡多信用金庫 1(以下「当金庫」という。）は、経営基盤の強化に向けて、経営陣主導のもと、業務
システムの見直しを進めている。 

 業務システムの見直しにおいては、関連各部の連携が重要となることから、ユーザー部門が中心
となってシステム構築態勢の整備を行うとともに、現行の業務内容や業務フローについても、シ
ステム企画書の共通フォーマットを作成のうえ、併せて見直すこととした。 

 新規システムの構築に必要となる費用については、当金庫の今後の収益計画を踏まえる必要があ
るため、収益・費用シミュレーションを実施のうえ、システム投資計画を策定した。 

 新規システムの導入に加え、業務システムのシステム基盤を共通化することで、運用負荷の軽減
および費用削減を見込んでいる。 
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アップデートの都度作業が発生している PC を
VDI化 3し、効率化を図ることとした。 

(3) システム投資計画の策定 

 当金庫のシステム対応においては、これまで
勘定系システムやシステム基盤の保守が中心
であり、業務を意識した中長期的なシステム投
資計画は未策定となっていた。また、当金庫全
体では、本店を含む老朽化した店舗の建替えな
ど店舗戦略に伴う費用についても、向こう 10
年間で相応に見込んでいたことから、システム
化に伴う各年度予算の算定および各システム
化案件の実施時期の精査が課題であった。 
 そこで、システム化予算の精緻化にあたり、
収益・費用シミュレーションを実施することと
した。収益シミュレーションについては、保守
的に見積もるため、監査法人の承認を受けてい
る計画値を活用するとともに、費用シミュレー
ションについては、店舗戦略も踏まえた今後の
見込みを算定することとした。また、予算の大
きい費目については、関連各部がそれぞれ主体
となり、現行システムや店舗設備の保守期間延
長のほか、代替手段の確保など案件の妥当性や
費用抑制も併せて検討した。 
 これらのシミュレーション結果をもとに、各
システムの優先度および対応費用を勘案しな
がら案件化の実施時期を決め、システム投資計
画を策定した。 
 なお、当該計画については、今後の収益見込
みや業務効率化の状況等を踏まえ、毎期見直す
方針である。 

 
3 Virtual Desktop Infrastructure の略で、PC のデスク

トップ環境をサーバー上に集約する技術。物理的な PC か

らサーバー上の自分の仮想的な PC を呼び出し、画面に表

示・操作する。主なメリットは、①サーバー上で PC を集

中管理するため、アップデート等のメンテナンスが容易、

②物理的な PC は最低限の機能（画面表示・操作）実装で

済むため、比較的安価、③どの PC からでもサーバー上の

自分の PC を呼び出せるため、リモートワークも可能 

３．成果 

(1) 業務の簡素化 

 業務システムの企画・開発については、ユー
ザー部門が中心となり、システム企画書の共通
フォーマットを活用しながら対応を行ったこ
とで、業務要件の整理手順を標準化しつつ、現
場の意見を踏まえた課題の洗出しが効果的に
進められるようになった。実際に経費システム
の導入時には、本部や営業店の実務担当が主体
的に協議を進め、請求書の製本や本部・営業店
間の管理資料を廃止するなど、業務の簡素化に
つながっている。 

(2) 費用の平準化 

 収益・費用シミュレーションを実施したこと
で、今後の費用の平準化を図るとともに、当金
庫の経営体力に見合ったシステム投資計画を
策定することができた。 

(3) システム運用の効率化 

 システム共通基盤については、現在構築中で
あるが、サーバーを仮想化することで物理的に
構築するよりも費用をかけずにメンテナンス
を容易にできると期待される。また、同時並行
で構築中の PC の VDI 化についても、故障の都
度、最低限の機能（画面表示・操作）を実装す
る PC に入れ替えることで、保守期限に合わせ
た更改対応が不要となるほか、５年程度の周期
で発生していた数百万円規模の PC 購入費用も
大幅に削減される見込みである。 
 

４．今後の展開 

 業務システムの見直しについては、他の金融
機関と競合しないことから、金融機関同士の連
携も重要と考えている。そのため、今後はセミ
ナー等による情報収集に加え、他行庫との意見
交換や現場視察等も積極的に行いながら、当金
庫全体でより効果的な対応を進めていく。 
                 以 上 

● システム投資計画

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

店舗戦略

システム化予算

システム戦略

支店建替え

システム化構想

本店建替え

本店建替えに伴う減価償却負担増

大型案件 中型・小型案件

優先度・対応費用に応じて実施時期を決定

支店建替え

収益・費用シミュレーション
により精緻化

① ペーパーレス化
・ 経費システム（伝票の廃止）等

② 渉外・窓口営業の効率化
・ 渉外支援システム（顧客情報の一元管理）等

③ システム基盤の共通化
・ サーバーの仮想化（メンテナンスの効率化）等

 


